
【向山校区教育目標】      

一人一人が夢をもち、輝き続ける子どもの育成 
 

【令和５年度 学校教育目標】 

    一人一人が輝く 楽しい学校 

自ら考え主体的に行動する人を育む教育の推進  

 

 

 

 

                                     

 

 
 

 

 

子どもたちも職員も学校が楽しいと感じ、毎日の授業や学校生活の中で安心して自分の思いを表現でき

るような向山小学校を目指し、職員一同頑張っています。 

そして、熊本市教育の基本理念である「豊かな人生とよりよい社会を創造するために、自ら考え主体的に

行動できる人を育む」ために以下の３点について重点的に取り組みます。子どもたちにも 

自分で考えましょう・チャレンジしましょう・伝え合いましょうという話をしています。 

① 主体的に考え行動する力の育成・・・学ぶ楽しさ、わかる喜びのある、子どもが主役の授業 

② 一人一人を大切にする教育の推進・・・思いやりをもち、仲良く助け合う子どもの育成 

③ 最適な教育環境の実現・・・整理整頓された、安心、安全な校内 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 向山小学校だより 

 

№６ 5 月 17 日 

校長 梅田 博子 

ホームページ QRコード 

☆考えよう 

☆チャレンジしよう 

☆伝え合おう 

【５月の生活目標】 

最後まで 

掃除を頑張ろう 

 

一人一人が輝く、楽しい学校とは！？今年度の学校教育目標は『一人一人が輝く 楽しい学校』です。

先日の校内研修の時間に「先生方が考える子どもたちにとっての楽しい学校」とはどんな学校だろうか？

を考えてもらいました。たくさんの意見の中から先生方がキーワードでまとめてくれました。 

心の安心…「安心して過ごすことができる学校」「何でも話すことができる人がいる学校」 

休み時間が楽しい…「友達と遊べる時間がある」 

授業…「わかった！できた！と思える学校」「授業が楽しい学校」「知的好奇心が満たされる学校」 

友達…「友達と仲良く過ごせる学校」「友達がいる学校」 

居場所や役割がある…「クラスの中に居場所があり、みんなからよさが認められている」「自分の意見

が反映される学校」「自分の役割がある」 

主体的・自分事…「自分の力や思いで、問題が解決できる学校」 

先生方の熱い思いが伝わってきて、大変うれしくなりました。校内研修の中でこのテーマを設定してく

れた堀尾先生、迫先生ありがとうございました！子どもたちにとって「一人一人が輝く、楽しい学校」

になりますように職員一同、子どもたちと一緒に精一杯頑張っていきたいと思います。 

「楽しい学校ってどんな学校？」と子どもたちにもぜひ聞いてみたいです！ 

ヒロコの知らない世界 ～熱中症～ 厚労省の HP に「熱中症とは、高温多湿な環境に長時間いること

で、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。屋外だけでなく室内で

何もしていないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。」と書

いてありました。熊本市でも夏本番前に日中はずいぶん日差しが強くなってきました。衣服の調整や

こまめな水分補給、屋外での帽子の着用、日陰の利用、こまめな休憩など、ご家庭でも声かけ、確認を

お願いします。 

 

 

江南中学校、向山小学校は小中一貫校として、それに向山

幼稚園を加えて向山校区教育目標を設定しています。校区

の子どもたちがそれぞれに夢を持ち、夢に向かって夢中で

勉強したり、活動したりできるように支援していきたいと

思います。 

令和５年度の学校教育目標です。 

一人一人が輝く楽しい学校、児童も職員

も笑顔と活気のある学校を目指します！ 

 


